
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選
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年
毎
に
海
に
消
え
ゆ
く
氷
山
に

未
来
は
不
安
自
然
も
人
も
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
2

鳥
居
志
乃
冨

ニ
ュ
ー
ス
や
ら
情
報
番
組
見
た
い
の
に

選
択
権
は
孫
に
あ
る
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
八
2

小
亀
美
江
子

や
わ
ら
か
な
う
ち
わ
の
風
も
い
い
も
の
と

日
本
古
来
の
文
化
見
直
す
　
　
　
　
　
　
　
　
里
　
　
堀
部
　
悦
子

コ
ス
モ
ス
の
花
見
る
た
び
に
思
い
出
す

亡
き
人
の
こ
と
た
だ
懐
か
し
く
　
　
　
　
　
　
里
　
　
沼
口
　
和
子

け
し
の
花
ラ
ッ
パ
の
よ
う
に
花
ひ
ら
き

ピ
ン
ク
の
色
に
静
か
に
揺
れ
る
　
　
　
　
　
　
里
　
　
船
津
　
美
恵

二
つ
三
つ
試
し
て
買
ひ
ぬ
夏
帽
子
　
　
　
　
　
桜
4

山
下
す
ゑ
子

暑
き
日
を
カ
レ
ー
煮
込
め
る
台
所
　
　
　
　
　
桜
4

小
林
　
重
仁

予
後
の
身
を
里
に
来
て
を
り
青
田
風
　
　
　
　
桜
6

豊
田
ト
ヨ
子

未
使
用
の
母
の
形
見
の
京
扇
子
　
　
　
　
　
　
南
2

高
橋
　
節
子

両
腕
を
摩
り
て
降
り
る
冷
房
車
　
　
　
　
　
　
本
1

河
崎
　
シ
ズ

掛
軸
の
鯉
泳
ぎ
だ
す
大
暑
か
な
　
　
　
　
　
　
里
　
　
石
田
　
実

干
さ
れ
あ
る
梅
そ
れ
ぞ
れ
に
顔
の
あ
り
　
　
　
桜
1

東
海
林
マ
サ

人
声
に
呼
応
し
て
を
り
江
戸
風
鈴
　
　
　
　
　
南
5

吉
永
　
広

気
配
り
が
回
り
の
空
気
ま
る
く
す
る
　
　
　
　
里
　
　
遠
藤
て
い
子

夢
の
よ
う
孫
一
歳
の
バ
ー
ス
デ
ー
　
　
　
　
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

一
億
の
期
待
を
胸
に
金
目
ざ
す
　
　
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

筆
文
字
を
毎
日
書
い
て
惚
け
防
止
　
　
　
　
　
里
　
　
田
中
ト
ミ
子

仕
合
せ
を
噛
み
染
め
て
い
る
総
入
れ
歯
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
左
吉

踏
ま
れ
て
も
ず
ぶ
と
い
草
の
ど
根
性
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
礼

今
日
の
日
も
無
事
に
過
ご
し
た
安
堵
感
　
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子
　

朝
顔
は
支
柱
つ
た
っ
て
彩
を
咲
き
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
伸
子

●
10
月
1
日
〜
7
日「
公
証
週
間
」

遺
産
相
続
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
防

止
に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
公
証
相
談
は
無
料
で
す
）

問
合
せ

川
口
公
証
役
場
1
2
2

3
・
0
9
1
1

日
　
時

9
月

27
日
（
土
）
、

昼
1
時
、
夜
6

時
開
演

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー
ダ
ヴ
　

出
　
演
　
マ
ヒ
ナ
ス
タ
ー
ズ
佐
々

木
敢
一
、
バ
ッ
キ
ー
白
片
兄
弟
、

鳩
ヶ
谷
ウ
ク
レ
レ
ク
ラ
ブ

入
場
料

昼
夜
各
2
5
0
0
円

問
合
せ

千
石
t
1
2
8
4
・
9

4
0
7

日
　
時
　
9
月
27
日
（
土
）
午
前

9
時
〜
11
時
に
受
付

集
合
場
所

浦
和
美
園
駅

内
　
容
　
浦
和
美
園
駅
〜
旧
板
東

家
住
宅
く
ら
し
っ
く
館
〜
見
沼
代

用
水
（
彼
岸
花
）
〜
埼
玉
ス
タ
ジ

ア
ム
〜
浦
和
美
園
駅
（
約
10
d
の

行
程
、
雨
天
決
行
）

※
参
加
者
に
は
缶
バ
ッ
ジ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

持
ち
物

弁
当
、
雨
具
な
ど

問
合
せ

埼
玉
高
速
鉄
道
1
1
0

4
8
・
8
7
8
・
6
8
5
5

日
　
時

10
月
12
日
（
日
）
か
ら

日
曜
・
祝
日
の
計
8
回
コ
ー
ス

午
前
10
時
半
〜
正
午

場
　
所

里
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
　
象

中
学
生
以
上
50
人
（
申

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
　
用
　
5
0
0
0
円
（
ボ
ー
ル

代
、
傷
害
保
険
料
含
む
）

申
込
み
　
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒
3
3
4
蝟
0
0
0
3
鳩
ヶ

谷
市
坂
下
町
3
〜
2
〜
9
市
テ
ニ

ス
協
会
事
務
局
・
阿
部
t
へ
※
9

月
15
日
（
月
・
祝
日
）
必
着

問
合
せ

市
テ
ニ
ス
協
会
事
務

局
・
阿
部
t
1
2
8
1
・
4
3
9
7

日
　
時
　
9
月
7

日
〜
11
月
24
日
の

日
曜
・
祝
日
、
午

前
6
時
半
〜
8
時

半対
　
象
　
高
校
生
以
上
の
初
心
者

20
人

費
　
用

3
0
0
0
円
（
保
険
代

を
含
む
）

申
込
み

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連

盟
・
高
橋
t
1
2
8
2
・
2
1
3
0

日
　
時
　
9
月
28
日
（
日
）
午
前

9
時
半
か
ら
　

場
　
所
　
コ
ン
フ
ォ
ー
ル
東
鳩
ヶ

谷
集
会
所

費
　
用
　
1
2
0
0
円
（
昼
食
代

含
む
）

問
合
せ

中
山
t
1
2
8
5
・
8

1
7
1

日
　
時

10
月
4
日
（
土
）
午
後

1
時
半
〜
3
時

場
　
所
　
や
す
ら
ぎ
会
館
日
本
間

定
　
員

50
人

問
合
せ

朗
読
奉
仕
サ
ー
ク
ル
で

ん
し
ょ
鳩
の
会
・
城
田
t
1
2
8

2
・
4
6
4
3
、
島
林
t
1
2
8

2
・
5
7
4
3

ハ
ワ
イ
ア
ン

コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

初
心
者
早
朝
教
室

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

（
初
級
・
中
級
）

将
棋
大
会

S
R
沿
線
ハ
イ
キ
ン
グ

公
証
週
間
の
ご
案
内

出
前
朗
読
の
会

オータムジャンボ宝くじの賞金は
１等・前後賞合わせて 2 億円！
A 1 等＝ 1 億5,000万円 × 13 本 A前後
賞＝各2,500万円 A 2 等＝ 1, 000万円 ×
130本A 3 等＝ 100万円×1,300本
発売期間 9 月29日（月）～10月17日（金）
抽 選 日 10月22日（水）
※この宝くじの収益金は市町村の明るく
住みよいまちづくりに使われます。



費
　
用

2
0
0
円
※
給
食
（
普

通
食
）
を
希
望
す
る
方
の
み

問
合
せ

は
と
が
や
保
育
園
1
2

8
4
・
1
4
3
8

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

N
H
K
放
送
受
信
料
の
免
除
基
準

が
10
月
1
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

B

全
額
免
除

●
「
身
体
障
害
者
」「
知
的
障
害

者
」「
精
神
障
害
者
」
の
方
が
世

帯
構
成
員
で
、
世
帯
全
員
の
方

が
市
・
県
民
税
非
課
税
の
場
合

B

半
額
免
除

●
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
の
方
が
世

帯
主
の
場
合

●
身
体
障
害
者
1
級
・
2
級
、
知

的
障
害
者
狢
・
A
、
精
神
障
害

者
1
級
の
方
が
世
帯
主
の
場
合

申
込
み

N
H
K
や
市
障
害
者
支

援
課
に
あ
る
申
請
書
を
郵
送
。

※
事
前
に
市
障
害
者
支
援
課
で
免
除

事
由
の
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

N
H
K
さ
い
た
ま
放
送
局

1
0
4
8
・
8
3
3
・
3
9
1
1

平
成
８
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た

建
物
に
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
ん

だ
吹
付
け
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ア
ス
ベ
ス

ト
は
、
吸
い
続
け
る
と
中
皮
腫
や

肺
ガ
ン
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
建
物
所
有
者
は
、
飛
散
防

止
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
駐

車
場
や
工
場
、
3
階
以
上
の
飲
食

店
の
鉄
骨
柱
や
梁
の
耐
火
被
覆
、

折
板
屋
根
の
天
井
断
熱
材
、ま
た
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
昇
降
路
内
に
も
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

県
建
築
指
導
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
5
5
2
3

日
　
時

10
月
4
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

場
　
所
　
J
A
C
K
大
宮
5
階

（
J
R
大
宮
駅
徒
歩
3
分
）

問
合
せ

（
社
）
埼
玉
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
1
0
4
8
・
8
3

8
・
0
4
8
3

日
　
時

9
月
8
日
（
月
）
〜
14

日
（
日
）
午
前

8
時
半
〜
午
後

7
時
（
土
・
日

は
午
前
10
時
〜

午
後
5
時
）

内
　
容

埼
玉
子
ど
も
の
人
権
専

門
委
員
に
よ
る
電
話
相
談
1

0

1
2
0
・
0
0
7
・
1
1
0

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
合
せ

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局

1
0
4
8
・
8
6
3
・
9
5
8
9

日
　
時

9
月
13
日
（
土
）
午
前

11
時
〜
午
後
2
時

場
　
所

西
公
民
館

内
　
容

自
校
直
営
の
給
食
の
良

さ
が
わ
か
る
資
料
展
示
と
試
食

費
　
用

試
食
に
2
5
0
円

問
合
せ

学
校
給
食
を
考
え
る
会

・
栗
原
t
1
2
8
1
・
6
9
0
2

問
合
せ

市
商
工
会
1
2
8
1
・

5
5
5
5

日
　
時

9
月
18
日
（
木
）「
室

内
あ
そ
び
、
園
庭

あ
そ
び
」、
10
月

15
日
（
水
）「
リ

ズ
ム
運
動
、
園

庭
あ
そ
び
」
※
両

日
と
も
、
午
前

9
時
45
分
集
合
、
午
前
10
時
開
始

対
　
象

0
歳
〜
就
学
前
の
児
童

申
込
み

各
実
施
日
の
1
週
間
前

の
午
前
9
時
か
ら
電
話
で
。
先
着

順
に
受
け
付
け
し
ま
す
。

（
5
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

場
　
所

南
公
民
館
2
階
展
示
室

問
合
せ

水
睦
会
・
鈴
木
t
1
2

8
1
・
4
0
6
4

市
商
工
会
で
は
、
経
営
革
新
塾

を
開
催
し
ま
す
。
現
状
を
打
開
し

て
売
り
上
げ
を
あ
げ
た
い
、
新
た

な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

9
月
17
日
〜
10
月
28
日

の
毎
週
水
曜
（
最
終
日
の
み
火
曜
）

午
後
6
時
半
〜
9
時

場
　
所

商
工
会
館

費
　
用

3
0
0
0
円

日
　
時

9
月
18
日
（
木
）
午
後

1
時
半
〜
3
時

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
、
認
知

症
の
予
防
や
介
護
に
関
心
の
あ
る

方
30
人

講
　
師

山
本
真
理
氏
（
老
人
保

健
施
設
南
面
施
設
長
）

問
合
せ

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
1
2
8
4
・
1
2
5
0

日
　
時

10
月
1
日
（
水
）
〜
5

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

11
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ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
防

止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

読
破
し
た
本
を
処
分
し
て
し
ま

う
人
も
い
る
が
、
私
は
誠
に
優
柔

不
断
で
、
部
屋
の
片
隅
に
山
と
な

っ
て
い
る
。
本
棚
整
理
の
時
に
、

1
冊
の
本
が
目
に
留
ま
っ
た
。

佐
々
木
譲
の
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

の
密
使
」
で
あ
る
。
終
戦
秘
話
を

描
い
た
も
の
で
、
10
年
程
前
に
一

読
し
て
い
る
。「
生
命
を
懸
け
る

程
の
祖
国
が
あ
る
の
か
」
が
大
き

な
テ
ー
マ
だ
。

当
時
の
日
本
人
が
悲
惨
な
状
況

に
遭
い
な
が
ら
も
必
死
に
求
め
、

創
造
し
よ
う
と
し
た
「
祖
国
」
と

は
、
一
体
、
ど
の
よ
う
な
国
だ
っ

た
の
か
。
戦
後
の
教
育
を
受
け
た

私
に
は
理
解
困
難
な
問
題
だ
し
、

ま
た
、
当
時
の
我
が
国
の
戦
争
指

導
者
層
の
、
異
な
る
意
見
を
無
視

す
る
教
条
的
な
、
視
野
の
狭
さ
に

は
絶
望
感
す
ら
覚
え
る
。

私
は
叔
父
を
パ
ラ
オ
諸
島
ペ
リ

リ
ュ
ー
島
で
亡
く
し
た
。
墓
参
の

時
の
、
叔
父
が
望
ん
だ
で
あ
ろ
う

平
和
で
穏
や
か
な
紺
碧
の
海
を
覚

え
て
い
る
。

戦
禍
に
倒
れ
、流
さ
れ
た
血
は
、

決
し
て
無
駄
で
は
な
く
、
大
勢
の

尊
い
犠
牲
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、

我
が
国
は
自
ら
進
ん
で
平
和
国
家

に
変
わ
っ
た
の
だ
。
私
は
そ
の
よ

う
に
思
っ
て
い
る
。

私
の
小
・
中
学
生
時
代
（
昭
和

20
年
〜
30
年
代
）
に
は
、「
平
和
」

に
つ
い
て
授
業
の
中
で
熱
心
に
取

り
組
ま
れ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

暑
い
夏
に
思
う

夏
休
み
に
は
、
校
庭
で
の
野
外
映

画
会
で
、
原
爆
の
映
画
や
国
連
の

ニ
ュ
ー
ス
等
が
上
映
さ
れ
家
族
で

よ
く
見
に
行
っ
た
。

国
民
の
「
平
和
感
」
は
国
際
情

勢
や
社
会
的
な
価
値
観
な
ど
に
よ

り
変
化
す
る
こ
と
は
あ
る
と
思
う

が
、
半
世
紀
以
上
戦
争
を
し
な
い

平
和
国
家
と
し
て
の
本
質
は
今
後

も
変
わ
っ
て
も
ら
い
た
く
な
い
。

「
平
和
都
市
宣
言
」
を
し
て
い

る
鳩
ヶ
谷
市
で
あ
り
、
鳩
ヶ
谷
市

民
で
あ
る
。
平
和
都
市
は
待
っ
て

い
る
だ
け
で
は
達
成
で
き
な
い
。

市
民
レ
ベ
ル
の
国
際
交
流
や
様
々

な
国
際
貢
献
活
動
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
普
段
の
努

力
が
大
切
だ
。広
い
視
野
に
立
ち
、

平
和
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
市
民

の
強
い
意
志
を
持
続
す
る
こ
と
が

つ
く
づ
く
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
。

第
33
回
墨
彩
画
展

子
育
て
支
援「
す
き
っ
ぷ
」

不
動
産
無
料
相
談
会

経
営
革
新
塾

N
H
K
放
送
受
信
料

免
除
基
準
の
変
更

認
知
症
予
防
教
室

世
界
人
権
宣
言
60
周
年

子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番

第
13
回
給
食
ま
つ
り


